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新梅田シティ・大淀野草地区周辺で観察された生き物の記録 コース No.7 

報告者:桝元慶子 
日 時：2022 年 1 月 23 日 10:00～13:30 天候：曇のち雨 

主催：大阪市環境局  協力：大阪市エコボランティア 

調査者：岩永圭司,北川ちえこ,木山正隆,酒井敬子,佐藤操子,忍喜博,高橋満子,谷直子,中谷憲一,桝元慶子,

一般参加者２名 

事務局：石川 由紀子、古川 末広 計 14 名 

コース：JR 大阪駅～新梅田シティ～中自然の森～新・里山～JR 大阪駅（淀川左岸工事中につきコース変更） 

 

今回は主に、新梅田シティの中自然の森、新・里山を調査した。本来は淀川河川敷の大淀野草地区

に出て、中津駅までのコースであるが、淀川左岸では、大規模な工事のため、立ち入ることができないのと、

昼食前に雨が降り始めて、気温も低く、体調を考慮し、この日は午後の調査を断念した。中自然の森の

ブナは順調に大きくなっていた。新・里山では、カシノナガキクイムシ被害のため、前回シートで覆われてい

たコナラには、樹脂による対策を施されていた。水田横のヤマザクラの大木に養生が施されており、腐朽菌

か害虫駆除対策かはわからなかった。新・里山の維持管理は学ぶところが多々あり、水田や畑に使用さ

れる資材、落ち葉ための景観配慮など、徹底した自然素材の利用は、継続されていた。 

 

種名 とともに、状態を表す記号を付記した。 

1: 葉,卵,配偶体(蘚苔類等) 2: 花,幼虫,幼鳥,胞子体未成熟(蘚苔類) 3: 果実,蛹,胞子体成熟(蘚苔類) 4: 実

生,成虫,成鳥,枯死,休眠(蘚苔類)  

0: 胞子,無性芽(蘚苔類),その他 

※植栽樹木は位置の目安として, または花や果実がついている場合のみ記録した。 

※実生は 150cm までを 4 と表示しそれ以降は通常の状況番号とする。 

  動物は種名の前に・印を, 植栽,逸出と思われる植物は種名の後に●印を, 特定外来生物は★印をつけて記載した。 

※2 分の 1 地域メッシュコード(総務省)で分割し,そのコード番号の下に記載した No.は旧「みどりと生き物会議」で使用した

大阪市域 500m メッシュナンバーである。 

 

ヨドバシカメラ西側 

メッシュ No.523503492(233)

・ハクセキレイ 4 

オニタビラコ 1 

カタバミ 1 

カタバミ sp.1 

カナメモチ●1 

シャリンバイ●3 

ネズミモチ 4 

メリケンカルカヤ 3 

ヨモギ 1 

 

 

GF 南館北側 

メッシュ No.523503492(233) 

・クスベニヒラタカスミカメ 0 食痕 

・クロガケジグモ 0 巣 

・ハクセキレイ 4 

・ハシブトガラス 4 

・ヒロヘリアオイラガ 0 羽化後繭 

 
ヨドバシカメラ西側 220123 撮影 桝元慶子 

 
GF 南館北側 220123 撮影 桝元慶子 
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ウラジロチチコグサ 1 

クスノキ●1 

ケヤキ●1 

サクラ sp.●1 

トウネズミモチ 4 

ネズミモチ 4 

ノゲシ 1 

ハナツクバネウツギ●1 

ホソバヒイラギナンテン●1 

メリケンカルカヤ 3 

ヤブラン●1 

 

旧貨物駅通路 

メッシュ No.523503492(233) 

アレチハナガサ 2,3 

ウラジロチチコグサ 1 

エノコログサ 3 

オニタビラコ 1 

オランダミミナグサ 1 

キュウリグサ 1 

クチナシ●1 

スイバ 1 

スズメノエンドウ 1 

スズメノカタビラ 1 

セイタカアワダチソウ 3 

トゲチシャ 3 

ノゲシ 2 

ヒイラギナンテン●2 

ヒロハホウキギク 3 

フトボメリケンカルカヤ 3 

フラサバソウ 1 

ホソバヒイラギナンテン●1 

マツバウンラン 1 

マンネンロウ●2 

メヒシバ 3 

メリケンガヤツリ 2,3 

モチノキ●1 

ヤブラン●1 

ヨモギ 1

 

スカイビル通路 

メッシュ No.523503492(233) 

・スズメ 4 

・ドバト 4 

・ハクセキレイ 4 

・ハシブトガラス 4 

・ヒヨドリ 4 

・メジロ 0 声 

アレチギシギシ 3 

ウラジロチチコグサ 1 

エノコログサ 3 

オッタチカタバミ 1 

オニタビラコ 1 

キュウリグサ 1 

スイセン●2 

スイバ 1 

スズメノエンドウ 1 

スズメノカタビラ 1 

セイタカアワダチソウ 1,3 

タンポポ sp.1 

チチコグサモドキ 1 

ノゲシ 2 

フトボメリケンカルカヤ 3 

フラサバソウ 1 

メリケンガヤツリ 3 

モチノキ●3 

 
グランフロント２期工事のフェンスの中 

 220123 撮影 桝元慶子 

 
GF 南館北西角の車道 ハクセキレイ 

 220123 撮影 桝元慶子 



3 

 

ヤハズエンドウ 1 ヨモギ 1

 

メッシュ No.523503491(232)  

・スズメ 4 

・ドバト 4 

・ヒヨドリ 4 

ノゲシ 2 

 

中自然の森 

メッシュ No.523503491(232) 

・クチナガガガンボ属の一種 4 

・クモの一種 1 

・クロガケジグモ 4 

・チャタテ亜目の一種 2,4 

・ハクセキレイ 4 

・ヒヨドリ 4 

・ヒロヘリアオイラガ 0 羽化後繭 

・メジロ 4 

アオキ●3 

イヌタデ 3 

イヌホオズキ 1 

オニタビラコ 1 

オニヤブソテツ 1 

カクレミノ●1 

カタバミ 1 

カタバミ sp.1 

カンツバキ●2 

キュウリグサ 1 

コハコベ 1 

シャガ●1 

ジンチョウゲ●1 

スイセン●2 

セキショウ 1 

センリョウ●3 

タネツケバナ 1 

チドメグサ 1 

ツワブキ●2 

ノキシノブ 1 

ハクサンボク●3 

ハマヒサカキ●2 

ヒイラギ●2 

ヒガンバナ 1 

ヒメウズ 1 

ヒメユズリハ●1 

ブナ●1 

ボケ●2 

マンリョウ●3 

ヤブコウジ●1 

ヤブソテツ sp.1 

ヤブラン●3 

ユキノシタ●1 

 

 

 

新・里山 

メッシュ No.523503491(232) 

・クスベニヒラタカスミカメ 0 食痕 

・クマゼミ 0 羽化殻 

・クリオオアブラムシ 0 マミー(コナラ) 

・スズメ 4 

 
中自然の森 220123 撮影 桝元慶子 

 
中自然の森のブナ 220123 撮影 桝元慶子 
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・ニホンヤモリ 2 

・ハクセキレイ 4 

・ヒヨドリ 4 

・ヒロヘリアオイラガ 0 羽化後繭 

・マルカイガラムシ科の一種 2 

・メジロ 4 

アオイゴケ 1 

アメリカフウロ 1 

アレチギシギシ 1 

イソギク●2 

イヌタデ 3 

イヌムギ 3 

ウラジロチチコグサ 2 

エノコログサ 3 

オオアレチノギク 1 

オオバコ 1 

オッタチカタバミ 1 

オニタビラコ 1,2 

オランダミミナグサ 1 

カキドオシ 1 

カタバミ sp.1 

カニクサ 1 

カワラタケ 1 

カンアオイ sp.●1 

ギシギシ 1 

キュウリグサ 1 

キランソウ 1 

クサイ 1 

クスノキ●1 

クリスマスローズ●1 

コナスビ 1 

コハコベ 1 

コマツヨイグサ 1 

コメツブツメクサ 1 

サザンカ●2 

シャガ●1 

シャリンバイ●3 

スイセン●2 

スズメノカタビラ 1 

スミレ sp.●2 

セリ 1 

センリョウ●3 

タチイヌノフグリ 1 

タンポポ sp.1 

ツメクサ sp.1 

トウバナ 1 

ナンテン●3 

ニワゼキショウ 1 

ノゲシ 1 

ノビル 1 

ハクサンボク●3 

ハコベ sp.1 

ヒガンバナ 1 

ヒメムカシヨモギ 3 

フッキソウ●2 

ヘビイチゴ 1 

ヘラオオバコ 1,2 

ホトケノザ 1 

マメカミツレ 1 

ミチタネツケバナ 1 

ムラサキカタバミ 1 

ヤツデ 1 

ヤブガラシ 1 

ヤブコウジ●3 

ヤブラン●3 

ヨモギ 3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
落ち葉ための周りには稲藁を巻いて違和感のない景観に。 

周囲は蝶を呼ぶ柑橘系樹木 220123 撮影 桝元慶子 

 
新・里山 手前は水田と畑 

 220123 撮影 桝元慶子 

在来種の樹木が多い 220123 撮影 桝元慶子 

 
カシナガ対策を施したコナラ 220123 撮影 桝元慶子 
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水路わきにセリが出ていた 220123 撮影 桝元慶子 

 
ハクセキレイ 220123 撮影 桝元慶子 

 
ヤマザクラの対策は不明 

 220123 撮影 桝元慶子 

 
生態系維持のメッセージ 

 220123 撮影 桝元慶子 

 
新・里山での調査風景 220123 撮影 桝元慶子 

 
鳥の衝突防止シール 220123 撮影 桝元慶子 

 
「ソメイヨシノは結実しにくく、ヤマザク

ラほど多くの生き物が利用できませ

ん。また、ヤマザクラは自生種であ

り、病害虫に対する抵抗力がありま

す。」という説明文がある。 


